
　近年、災害はいつどこで起こっておかしくないような状況
です。個別避難計画は、そんな災害から町内に住む一人ひと
りの命と暮らしを守るための計画です。阪神・淡路大震災
や東日本大震災などこれまでの災害から助かった人たちは

「普段から地域での繋がりがあった」ことが教訓として挙
げられます。そのような教訓から私たちは尊い命を守る

ために行政や医療機関といった専門職だけではなく地
域の人たちが自分たちの問題としてこの個別避難計
画に携わっていくことが大切です。

「日常の関係性」が命を守る最善をつくる

個別避難計画の作成を

作成支援者へ委嘱

町が自力で避難することが困難な

避難行動要支援者の名簿を作成
①要介護認定 3 ～ 5 の認定を受けている方
②身体障害者手帳 1 級・2 級を所持する方
③療育手帳 A を所持する方
④精神障害者保健福祉手帳 1 級・2 級を所持する方
⑤県の生活支援を受けている難病患者
⑥自ら避難行動要支援者名簿への記載を　
　求める人等町長が必要と認める方

町から日常生活の状況をよく把
握している作成支援者へ個別避
難計画の作成を委嘱し個別に作
成に取り掛かります。

個別避難計画作成の流れ

作成支援者とは
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個別避難計画を学んで災害に強い地域づくりを
講師 別府市企画戦略部政策企画課防災総合連携官　村野 淳子さん
主催 認定 NPO 法人難民を助ける会 AARJapan

①介護ケアマネジャー
②障がい者相談支援員
③民生委員 計画作成の意向を伺いながら

同意を得て作成します！

個別避難計画の講演会が住民向けに先行事例である小島地区で

作成支援者向けに川俣中央公民館で開催されました。講演会

では個別避難計画の重要性や実際に作成するまでの体験談のほか、

震災の教訓を活かし頻発する災害にどのように対応するかなどの説

明があり参加者は熱心に耳を傾けていました。
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　地域の防災力を高めるためにサロンや自治会を対象

にした社会福祉協議会による出張防災ワークショップ

を実施しています。希望する団体の方は保健福祉課地

域福祉係（内線 1404）までご連絡ください。

作成した計画を町から

避難支援等関係者へ提供

要支援者宅にて

避難計画の作成
作成支援者が避難行動要支援者のご自
宅にお伺いし聞き取りをしながら作成
支援を行います。

平常時より情報を共有しておくこと
で、災害時の地域での助け合いや安否
確認・避難誘導等に活用します。

警戒レベルと避難情報等

令和 5 年 3 月に

出張！地域づくり出張！地域づくり

川俣町防災マップ川俣町防災マップ（保存版）
を全戸配布しました。

防災ワークショップ防災ワークショップ
を開催しています。

▶町ホームページからも
　見ることができます

避難計画の記載事項避難支援等関係者

わたしの避難計画（川俣町個別避難計画）【 新規・更新 】
確認者（事業所・氏名） 川俣介護居宅支援事業所 花塚めがみ 確認日00年00月00日

【本人情報】

要支援者名 川俣 太郎 性別 男 住所 川俣町字かわまた10番地

生年月日 昭和00年 0月 00日 支援区分 介護・身体・療育・精神・高齢・その他

同居家族 いない：いる 1人（うち、日中在宅 0人） 電話番号 566 -0000

主な疾患・障がい等 かかりつけ医療機関等 薬の種類 介護・医療機器

脳卒中（左上下肢麻痺）
医療機関

電話

かわまた病院

024-565 -0000
常備薬は

避難時に忘れずに

お持ちください

介護用ベッド

歩行器

在宅酸素 など高血圧
医療機関

電話

かわまたクリニック

024-566 -0000

【状態についての特記事項】

左上下肢に麻痺はあるが介助があれば歩行は可能である。 など

【家族等緊急連絡先】

優先順位 氏名 続柄 連絡先 住所

① 川俣 絹男 長男 090-1234-5678 同上

② 福島 絹子 長女 080-8765-4321 福島市ふくしま3-3

【避難時支援者】

優先順位 氏名 関係 連絡先 住所

① 春日 一郎 隣人 090-1234-5678 川俣町字かわまた30番地

② 広瀬 花子 民生委員 565-0000 川俣町字かわまた50番地

※避難時支援者には、必ず避難時に支援される方の同意を得てから記載してください。（親類・地域の方等）

【災害時の避難方法と支援事項】

① 避難先 かわまた公民館 避難方法 春日 一郎（隣人）の車

② 避難先 保健センター 避難方法 広瀬 花子（民生委員）の車

情報入手に係る
必要な支援

避難行動に係る
必要な支援・介助

避難生活に係る
必要な支援・介助

【その他の要配慮事項】

上記以外に要配慮事項があれば、具体的に記入してください。

※ハザードマップや避難先情報シートを確認の上、記載ください。なお、災害規模によって避難所の開設状況が異

なりますので、災害発生時は必ず川俣町の避難所開設情報を確認し避難してください。

裏面へ

記入例

具体的に記入してください

個別避難計画記入例

警戒レベル 避難情報等

5 緊急安全確保
＜警戒レベル 4 までに必ず避難＞

4 避難指示

3 高齢者等避難
2 大雨・洪水注意報
1 早期注意情報

警戒レベル
3 発令で

命を守ることを
最優先に

自分の場合はどう

記入するか考えよう！

①自治会
②民生委員・児童委員
③川俣町消防団
④医療機関
⑤福祉事業所・福祉避難所（施設等）

防災意識を高める

・避難行動要支援者の心身の状況
・緊急連絡先
・災害時の支援者

・避難先
・避難方法　　など

（地域の方々にもご協力をお願いします）

かわまた 2023-75


